
平成24年3月12日　第102号

学校だよ｡東.春 宮(しののめ, 

ハ戸市立乗中学校Tcl31-317031-3180 

･蒜票錯誤賢､姦完T,:I?SDL三ログでも:=:/12u-ii3oOhc.edjpAigadJ! 

◇◇共育9 7　◇◇　　　　(｢共育｣ :皆さんと｢共に育む｣の意味です｡)

｢文武両道｣　を■■き成長した
1　6　9名の卒業生､　まきめでとう　_/

3月8日､約300名のご来賓および保護者の方々の出席のもと､平成23年度卒業証
書授与式が行われました｡
今年度は､ 1年生の｢希望式｣ ､ 2年生の｢立志式｣とも､これまでのものより数段進

化した内容でしたが､その1 ･ 2年生を支え､引っ張ってくれた3年生だけあって､すべ
てにおいて｢最高級の卒業式｣を見せてくれました｡ご来賓の皆様からも､ ｢いいものを
見せてもらった｣ ｢素晴らしい卒業式でしたね｣と絶賛していただきました｡

きょうは､校長式辞､布施礼子さんの送辞､木村光樹君の答辞のそれぞれ一部(抜粋し
たもの)を掲載いたしますので､卒業式の雰囲気を感じ取っていただければ幸いです｡

(教頭:工藤聡)

校　長　　　　戸　来　忠　雄

か書鐙琵琶だ雪盲学富竺文言己要義鮎.L壷姦F=主管亮碧空.T警往き絹毒害賢警告鐙指て鼓義祐筆蓬繁
り養巌議書芝苧蒜義人霊鴇馳苦言至芸霊宝空曹基三も雑書票f'言鑓引き轟墓讐三三韻書貼ります｡

鮎諸君鍔錆等b(､緒まない/誰に見られなくてもいいではないか/花たちは皆自分のためにひらく

柿の花のように地味で/小さい花/誰かのために喋くのではないから/花たらは　自分で咲きたいように咲く
自分で咲きたいように咲くのは/自分の目的をちゃんと持っているからだ/それ故　ひたすら自分の力で咲く
たとえ雨に降られても

ひるまない/咲くべき時に　皆きちんと咲く/そのために　たくわえる力/花たちは自分の時刻を秘めている
(｢誰にみられなくても｣より)

一一一人一人の限りない前途を祝し､式辞といたします｡

在校生代表　　布　施　礼　子

芸藁姓蓋措絹重吉肇醗蔓鱒至純書芸機器要撃誓差障誓誉軍
先蛾方の進む適に幸多きことを祈念し､感謝とおEIJれの言兼といたします｡

卒業生代表　　木　村　光　樹

誓書至宝謂革警孟誉吾妻誓書.2誌蔓買書き
の日に､どのようにうつっていたでしょうか｡僕たちにとって
を与えてくれるみなさんも､大切なっなかりの一つでした｡ 2

tofL禦錆も誓.b妄悪幣墓真書書き手!i言妄言ok

差す告だ諸芸譜譜莞誓宗とこ三景苦さ如ちは的
ちを育ててくださった保護者の皆様､侠たちを温かく
を迎えることかできます｡今まで本当にありがとうご

米　スペースの関係で､ ｢式辞｣ ｢送辞｣ ｢答辞｣の文字が大変小さくなったことをお詫びします｡
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